
は
じ
め
に

　

本
稿
の
ね
ら
い
は
、
拙
前
稿
「
国
保
の
源
流
の
「
定
礼
」
制
度
創
設
背
景
の
児
童
福
祉
「
産
子
養
育
」
管
窺
」（
駒
澤
大
學
『
仏
教

経
済
研
究
』
第
四
十
八
号
、
令
和
元
年
五
月
、
二
五
～
四
八
頁
）
で
取
り
扱
っ
た
造
り
酒
屋
当
主
永
島
半
次
兵
衛
寛
勝
（
出
家
し
て
僧

忍
照
）
が
希
求
す
る
「
平
等
」
と
は
対
義
関
係
の
「
差
別
」
解
消
を
念お
も

い
托
鉢
を
行
じ
、江
戸
時
代
三
大
飢
饉
の
一
の
享
保
の
飢
饉
下
、

食
糧
米
確
保
に
私
財
を
投
じ
調
達
の
機き

を
屯な
や

み
つ
待ま

つ
忍
照
が
提
題
す
る
仏
教
由
来
の
漢
語
「
差
別
」
問
題
再
考
の
た
め
、
さ
ら
に
、

speculation

訳
語
と
し
て
経
済
学
が
借
用
し
た
経
済
用
語
と
し
て
の
屯
み
つ
時
を
待
つ
意
味
の
訳
語
・
漢
語
「
投
機
」
問
題
を
「
宗
教

教
育
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
端
緒
を
得
る
覚
書
を
断
章
的
に
作
成
す
る
の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

　

な
お
こ
こ
で
の
漢
語
と
は
「
①
漢
字
音
か
ら
成
る
語
。
漢
字
の
熟
語
。
↕
和
語
。
②
漢
民
族
の
言
語
。
中
国
語
。」（『
広
辞
苑
』
第

七
版
）
に
み
え
る
「
漢
字
音
か
ら
成
る
語
。
漢
字
の
熟
語
」
の
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
「
近
代
新
漢
語
」
と
い
わ
れ
る
漢
語
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
近
代
に
お
い
て
西
洋
由
来
の
新
概
念
な
ど
を
表
す
た
め
に
、
翻
訳
借
用
と
し
て
盛
ん
に
造
ら
れ
た
漢
語
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
、

「
西
学
東
漸
の
際
、
西
洋
由
来
の
学
問
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
東
ア
ジ
ア
の
中
国
と
日
本
で
新
し
く
作
り
出
さ
れ
た
漢
語（
１
）」
群
を
指

す
こ
と
が
あ
る
。
和
製
新
漢
語
の
典
型
例
と
し
て
＂philosophy

＂
の
訳
語
と
し
て
西
周
（
一
八
二
九
～
一
八
九
七
）
訳
出
の
「
哲
学
」

筑
前
宗
像
勝
浦
浜
の
僧
忍
照
と
漢
語「
差
別
」・漢
語「
投
機
」管
窺

　
　

�

小　

山　

一　

乘

七
九



は
周
知
事
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、（
新
）
漢
語
「
哲
学
」
と
表
現
す
る
。
新
漢
語
は
「
和
製
新
漢
語
と
華
製
新
漢
語
と
の
二
分
類（
２
）」
が

あ
る
の
は
周
知
事
で
あ
る
。
本
稿
で
は
胡
新
祥
氏
論
文
の
用
語
法
に
従
っ
て
漢
語
「
差
別
」、
漢
語
「
投
機
」
等
と
表
記
す
る（
３
）。

一　

忍
照
が
問
題
と
し
た
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
の
漢
語
「
差
別
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
正
当
な
理
由
な
く
劣
っ
た
も
の
と
し
て
不
当
に
扱
う
こ
と
―
―

　

忍
照
が
提
題
す
る
「
産う
ぶ

子ご

が
貧
富
の
差
や
身
体
障
害
児
と
い
う
理
由
で
、
或
い
は
迷
信
等
の
理
由
で
差
別
対
象
だ
っ
た
双
子
（
二
人

の
内
一
人
は
捨
子
）
等
を
も
含
め
『
産
子
捨
て
申
さ
ざ
る
よ
う
』」
と
あ
る
よ
う
に
、
産
子
の
「
捨
て
殺
し
」
差
別
防
止
の
教
化（
４
）活
動

を
し
た
忍
照
は
、
勝
浦
村
と
勝
浦
浜
を
托
鉢
を
し
て
回
り
、
家
々
か
ら
志
を
う
け
て
、
生
活
困
窮
者
に
は
米
・
麦
を
与
え
、
自
ら
の
思

想
「
産
子
は
み
ん
な
平
等
で
あ
る
」
を
教
化
し
続
け
、徐
々
に
理
解
者
を
得
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
せ
っ
か
く
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら
、

せ
め
て
生
ま
れ
た
と
き
く
ら
い
平
等
に
同
じ
着
物
を
着
せ
て
祝
っ
て
あ
げ
よ
う
と
「
産
着
の
統
一
」
化
運
動
を
し
た
。「
や
が
て
彼
と

そ
の
一
族
を
は
じ
め
相
当
の
資
金
が
集
ま
り
、
勝
浦
村
で
生
ま
れ
た
子
供
は
す
べ
て
同
じ
産
着
を
着
る
こ
と
と
な
っ
た（
５
）」。

　

忍
照
の
提
題
は
、
産
子
に
対
す
る
差
別
未
然
防
止
・
解
消
、
仏
教
の
平
等
の
具
現
化
で
あ
り
、
漢
語
「
平
等
」
と
漢
語
「
差
別
」
と

の
対
義
（
語
）
関
係
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
忍
照
が
問
題
と
し
た
漢
語
「
差
別
」
は
、
漢
語
「
差
別
」
が
も
つ
否
定
的
な
マ
イ
ナ
ス
の

意
味
の
「
わ
け
へ
だ
て
。
正
当
な
理
由
な
く
劣
っ
た
も
の
と
し
て
不
当
に
扱
う
こ
と（
６
）」
で
あ
り
、
本
来
的
に
も
つ
「
区
別
」
の
意
味
つ

ま
り
「
他
と
の
違
い
を
明
確
に
し
て
、
独
自
性
を
積
極
的
に
示
す
こ
と
。」
の
義
の
「
差
別
化
」
の
「
差
別
」
の
義
と
は
異
な
る
。
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二　

西
日
本
打
撃
の
享
保
の
飢
饉
災
禍
下
、

　
　

私
財
投
じ
下
関
で
北
国
米
購
入
で
難
民
救
済
志
向
（
翌
年
江
戸
に
米
一
揆
）

　

１　

享
保
の
大
飢
饉

　

ⅰ　

難
民
救
済
の
た
め
私
財
投
じ
渡
海
点
下
関
に
て
北
国
米
購
入

　

漁
村
の
難
民
の
飢
餓
（
長
期
的
）・
飢
饉
（
一
時
的
・
短
期
的
）
災
禍
か
ら
の
救
済
の
た
め
に
、
と
く
に
西
日
本
で
広
範
囲
の
享
保

の
大
飢
饉
渦
中
、
一
七
三
二
（
享
保
十
七
）
年（
７
）「
私
財
を
投
じ
下
関
で
北
国
米
を
買
い
（
略
）
難
民
を
救
助（
８
）」
し
よ
う
と
寛
勝
が
現
れ

た
下
関（
９
）は
、「
古
く
か
ら
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
渡
海
点
の
「
関
の
町（
（1
（

」」
で
、「
毛
利
本
支
藩
及
び
九
州
、
北
陸
諸
藩
が
払
下
げ
る
蔵
米

を
主
と
し
、そ
の
投
機
的
取
引
を
つ
づ
け
て
き
た
も
の
で
あ
る（
（1
（

。」と
指
摘
さ
れ
る
正
米（
（1
（

問
屋
の
あ
る
投
機
的
商
業
空
間
の
港
町
で
あ
る
。

玄
界
灘
海
岸
勝
浦
浜
に
位
置
す
る
造
り
酒
屋
の
当
主
永
島
半
次
兵
衛
寛
勝
（
後
の
忍
照
）
の
地
は
、
玄
界
灘
の
荒
波
は
難
儀
だ
が
陸
路

で
な
く
海
路
か
ら
の
流
通
を
試
行
・
思
案
す
る
地
理
空
間
に
も
位
置
し
て
い
る
。

　

寛
勝
が
下
関
に
現
れ
た
年
は
、
享
保
の
大
飢
饉
の
時
局
で
あ
る
。
畿
内
以
西
の
稲
作
は
大
損
害
を
受
け
た
。
損
害
が
過
半
に
及
ん
だ

藩
は
四
六
藩
、
過
去
五
年
平
均
の
年
貢
収
入
の
四
分
の
三
近
く
を
失
い
、
そ
の
他
の
藩
や
幕
領
も
甚
だ
し
い
減
収
と
な
り
、
被
災
民

二
六
五
万
人
、
餓
死
者
一
万
二
千
人
に
達
し
た
と
い
う（
（1
（

。

　

ⅱ　

仏
者
忍
照
・
寛
勝
の
「
払
い
下
げ
米
（
蔵
米
）」
投
機
的
購
入
企
図
の
活
計
看
取
（
仏
教
と
経
済
と
の
「
投
機
」
意
味
空
間
）

　

彼
は
家
業
が
造
り
酒
屋
だ
か
ら
、
酒
造
米
の
品
質
評
価
に
は
そ
の
鑑
識
眼
が
不
可
欠
で
あ
り
、
米
の
流
通
の
経
済
上
の
仕
組
み
・
か

ら
く
り
と
相
場
変
動
を
凝
視
し
「
思
惑
」
し
て
機
に
屯な
や

み
つ
私
財
を
投
じ
る
商
才
の
働
く
才
覚
が
寛
勝
に
あ
る
の
も
想
像
に
難
く
は
な

い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
勝
浦
の
飢
饉
難
民
の
た
め
に
、
少
し
で
も
多
く
、
少
し
で
も
安
く
と
の
「
屯な
や
み」・「
思
惑
」
で
、
払
下
げ
米

八
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（
蔵
米（
（1
（

）
の
投
機
的
購
入
を
企
図
し
て
の
下
関
へ
の
東
奔
西
走
で
は
な
い
か
と
の
想
像
は
難
く
な
い
。
現
に
「
江
戸
時
代
、
諸
大
名
が

年
貢
米
を
貨
幣
化
す
る
た
め
、
大
坂
な
ど
に
設
け
た
藩
の
蔵
屋
敷
を
通
じ
て
払
い
出
し
た
米
穀
」
は
、
そ
の
払
い
下
げ
の
際
の
、
売
り

手
、
買
い
手
の
間
で
、「
思
惑
」
が
は
た
ら
き
、
相
互
に
相
場
的
駆
け
引
き
乃
至
は
投
機
的
商
感
覚
が
は
た
ら
く
と
推
察
さ
れ
る
。
仮

に
推
察
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
寛
勝
の
脳
の
思
考
回
路
に
は
、
多
く
の
差
別
的
な
困
窮
民
救
済
の
た
め
に
、
投
機
的
に
、
少
し
で
も
低

価
格
で
、
そ
の
分
、
少
し
で
も
大
量
に
購
入
す
る
た
め
に
活
計
を
尽
く
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

三　

�
飢
饉
・
飢
餓
的
現
実
の
危
機
的
・
限
界
的
・
差
別
的
悲
運
の
捕
捉
の
根
柢
（
ど
う
説
く
）

　
　

―
―
天
命
説
か

　

１　

捨
子
（
捨
て
殺
し
）
の
場
合
（
日
本
）

　

松
尾
芭
蕉
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
「
富
士
川
の
捨
て
子
」
の
現
実
を
天
命
と
捕
捉
す
る
思
想
的
典
拠
を
考
え
る
。

　

�　

富
士
川
の
ほ
と
り
を
行
に
、
三
つ
計
な
る
捨
子
の
、
哀
氣
に
泣
有
。
こ
の
川
の
早
瀬
に
か
け
て
う
き
世
の
波
を
し
の
ぐ
に
た
え
ず
。

露
計
の
命
待
ま
と
、
捨
置
け
む
、
小
萩
が
も
と
の
秋
の
風
、
こ
よ
ひ
や
ち
る
ら
ん
、
あ
す
や
し
ほ
れ
ん
と
、
袂
よ
り
喰
物
な
げ
て
と

を
る
に
、

　
　

猿
を
聞
人
捨
子
に
秋
の
風
い
か
に

　

�　

い
か
に
ぞ
や
、
汝
ち
ゝ
に
悪
ま
れ
た
る
欤
、
母
に
う
と
ま
れ
た
る
か
。
ち
ゝ
は
汝
を
悪
に
あ
ら
じ
、
母
は
汝
を
う
と
む
に
あ
ら
じ
。

唯
こ
れ
天
に
し
て
、
汝
が
性
の
つ
た
な
き
（
を
）
な
け
。
（
（1
（
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芭
蕉
は
捨
子
に
対
し
て
、
袂
か
ら
食
べ
物
を
投
げ
与
え
て
立
ち
去
る
。
芭
蕉
の
こ
の
対
応
に
関
し
て
の
研
究
・
諸
説
が
あ
る
が
詳
細

は
別
稿
に
譲
る
。
と
も
あ
れ
芭
蕉
を
も
っ
て
し
て
も
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
危
機
的
・
限
界
的
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
捨
子
に
対
し

て
の
芭
蕉
の
そ
の
場
面
で
の
決
着
は
「
こ
れ
は
、
た
だ
た
だ
天
が
成
し
た
こ
と
で
、
お
前
の
も
っ
て
生
ま
れ
た
悲
運
の
定
め
と
、
嘆
く

ほ
か
な
い
の
だ
よ
。」
と
い
い
、
捨
子
へ
の
保
護
・
養
育
の
決
着
を
せ
ず
に
、
お
か
れ
た
状
況
を
い
わ
ゆ
る
天
命
と
し
て
甘
受
せ
よ
と

決
す
る
。
そ
の
思
想
的
根
柢
は
何
に
由
来
す
る
の
か
。

　

ⅰ　

藤
井
晴
子
の
設
問
―
―
仏
教
的
影
響
か
、
荘
子
的
影
響
か
―
―

　

敬
慕
す
る
西
行
の
仏
教
的
影
響
と
み
る
か
（
藤
村
作（
（1
（

）、或
い
は
仮
に
、仏
教
で
な
け
れ
ば
荘
子
の
影
響
と
み
る
か
（
頴
原
退
蔵（
（1
（

）。「
芭

蕉
学
者
の
中
に
は
、
荘
子
の
影
響
を
相
当
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
人
と
、
そ
う
で
な
い
学
者
と
、
そ
の
観
方
は
色
々
で
あ
る（
（1
（

。」
と

し
て
学
者
を
対
比
的
挙
例
す
る
な
か
で
、
藤
村
作
と
潁
原
退
蔵
に
つ
い
て
、
藤
井
晴
子
は
次
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

　

�　

藤
村
作
氏
は
『
上
方
文
学
と
江
戸
文
学
』
で
「
芭
蕉
が
最
も
私
淑
し
た
の
は
西
行
で
あ
り
、
宗
教
的
に
は
信
仰
を
求
め
て
遂
に
得

ず
、神
の
代
り
に
自
然
に
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
、荘
子
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
一
方
、頴
原
退
蔵
氏
は
、

荘
子
の
影
響
を
相
当
大
き
く
見
る
。
即
ち
、
作
風
の
変
遷
に
つ
い
て
、
延
宝
八
年
（
三
十
七
歳
）
頃
か
ら
、
天
和
三
年
（
四
十
歳
）

頃
ま
で
を
、
蕉
風
時
代
の
前
期
と
し
、
老
荘
思
想
、
漢
詩
の
感
化
が
強
い
時
代
で
あ
る
と
説
き
、
次
に
、
貞
享
年
間
（
四
十
歳
代
の

前
半
）
に
書
い
た
「
蓑
虫
の
説
」
に
つ
い
て
は
、「
そ
れ
は
墨
一
色
の
世
界
で
、
老
荘
的
な
無
為
、
自
然
を
尊
ぶ
気
持
が
よ
く
現
れ

て
お
り
、
書
き
ぶ
り
も
静
か
で
あ
る
。」
と
評
し
、
元
禄
五
年
（
四
十
九
歳
）
の
「
芭
蕉
を
移
す
詞
」
に
つ
い
て
は
、「
明
ら
か
に
無

為
、
閑
静
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
一
見
し
て
老
荘
思
想
の
影
響
が
つ
よ
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
芭
蕉
俳

文
の
特
色
は
、
一
言
に
し
て
い
う
と
、
静
か
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
静
か
さ
と
い
う
も
の
は
、
老
荘
思
想
、
こ
れ
と
深
い
つ
な
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が
り
の
あ
る
禅
な
ど
か
ら
導
か
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。」
と
結
ん
で
あ
る（
（1
（

。

　

２　

貧
困
の
場
合
（
中
国
）

　

今
、『
荘
子
』
の
奇
し
く
も
「「
大
宗
師
篇
」
の
子し

よ輿
と
子し

桑そ
う

の
説
話
」
構
造
と
、
芭
蕉
の
「「
富
士
川
の
捨
て
子
」
の
話
の
決
着
の

構
造
」
と
に
着
目
す
る
。

　

�　

大
宗
師
：
子
輿
與
子
桑
友
。
而
霖
雨
十
日
、
子
輿
曰
：
＂子
桑
殆
病
矣
！
＂
裹
飯
而
往
食
之
。
至
子
桑
之
門
、
則
若
歌
若
哭
、
鼓

琴
曰
：
＂父
邪
！
母
邪
！
天
乎
！
人
乎
！
＂
有
不
任
其
聲
而
趨
舉
其
詩
焉
。

　

�　

子
輿
入
、
曰
：
＂子
之
歌
詩
、
何
故
若
是
？
＂
曰
：
＂吾
思
夫
使
我
至
此
極
者
而
弗
得
也
。
父
母
豈
欲
吾
貧
哉
？
天
無
私
覆
、
地

無
私
載
、
天
地
豈
私
貧
我
哉
？
求
其
為
之
者
而
不
得
也
！
然
而
至
此
極
者
、
命
也
夫
！
＂

　

�　
（
筆
者
要
訳
：「
子
輿
と
子
桑
は
親
友
で
あ
っ
た
。
子
桑
は
極
貧
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
あ
る
と
き
、
子
桑
の
困
窮
援
助
の
た
め
、

食
糧
を
用
意
し
て
子
輿
が
子
桑
を
訪
問
す
る
と
、
子
桑
は
「
父
か
、
母
か
、
天
か
、
人
か
」
と
う
た
っ
て
い
た
。
子
輿
は
そ
の
歌
の

意
味
を
訊
ね
た
。
子
桑
は
「
自
分
が
こ
れ
ほ
ど
貧
し
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
こ
う
な
る
こ
と
を
父
が
望
ん
だ
の
か
、
母
が
望
ん
だ
の

か
、
あ
る
い
は
天
の
せ
い
か
、
人
の
せ
い
か
。
父
や
母
が
こ
う
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
は
ず
が
な
い
し
、
天
や
人
も
自
分
だ
け
を
不
公

平
に
扱
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
自
分
が
こ
の
よ
う
に
貧
し
い
の
は
天
命
な
の
だ
」
と
答
え
る
。）

　

３　

芭
蕉
の
捨
子
も
、
荘
子
説
話
の
貧
困
も
、
と
も
に
天
命
帰
因
説

　
『
荘
子
』
の
説
話
が
道み
ち
びく
決
着
点
を
説
く
構
造
と
、
芭
蕉
が
「
富
士
川
の
捨
て
子
」
の
決
着
点
を
説
く
構
造
と
は
酷
似
し
て
い
る
と
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い
え
よ
う
。
こ
の
酷
似
点
を
強
調
す
れ
ば
荘
子
的
解
釈
に
傾
斜
す
る
。
荘
子
説
話
は
、
危
機
的
極
貧
生
活
環
境
下
に
あ
る
子
桑
に
親
友

の
子
輿
が
食
物
を
用
意
し
て
訪
問
し
た
と
き
の
対
話
の
脈
絡
中
で「
自
分
が
こ
れ
ほ
ど
貧
し
い
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
」に
つ
い
て「
自

分
が
こ
の
よ
う
に
貧
し
い
の
は
天
命
な
の
だ
」
と
決
着
す
る
段
の
表
記
構
造
と
、
芭
蕉
の
捨
子
の
段
の
表
記
構
造
と
が
酷
似
し
て
い
る

の
は
、
果
た
し
て
、
偶
然
的
一
致
か
、
必
然
的
一
致
か
が
問
わ
れ
る
。
さ
ら
に
敷
衍
的
に
い
え
ば
、
芭
蕉
は
、
荘
子
の
説
話
を
典
拠
に

し
て
い
る
の
か
否
か
の
問
と
も
な
る（
（2
（

。

四　

永
島
半
次
兵
衛
寛
勝
に
み
ら
れ
る
投
機
的
商
空
間
港
町
下
関
で
の
米
の
買
い
付
け
を
め
ぐ
っ
て（
（2
（

　

１　

漢
語
「
投
機
」

　

ⅰ　

嚴
復（
（2
（

＂speculation

＂・
漢
語
「
屯
待
」・
漢
語
「
投
機
」

　
「
投
機
」
の
語
は
「
今
日
で
は
経
済
用
語
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
も
と
も
と
、
こ
れ
は
禅
用
語
で
あ
る
。
経
済
学
辞
典
に
よ
れ
ば
、

投
機
に
相
当
す
る
英
語
は
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（speculation

）
と
な
っ
て
お
り
、
ラ
テ
ン
語
の
ス
ペ
ク
ラ
ー
リ
ー
（speculari　

観
察
す
る
、
監
視
す
る
）
が
語
源
で
あ
る
。
こ
の
語
源
を
も
つ
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
熟
考
、
推
測
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
こ
の
訳

語
と
し
て
経
済
学
で
は
投
機
を
あ
て
て
い
る
。
こ
の
訳
語
を
最
初
に
採
用
し
た
の
は
誰
で
、い
つ
か
ら
か
は
わ
か
ら
な
い（
（2
（

」
と
み
え
る
。

　

そ
の
＂speculation

＂
の
訳
語
に
「
屯
待
」「
投
機
」
を
採
用
し
た
人
物
と
し
て
嚴
復（
（2
（

を
挙
げ
て
い
る
論
文
、す
な
わ
ち
鈴
木
修
次
「
嚴

復
の
訳
語
と
日
本
の
「
新
漢
語（
（2
（

」」
が
あ
る
。
同
論
文
に
は
次
の
記
が
み
え
る
。

　

�　

嚴
復
の
翻
訳
は
、
用
語
の
点
か
ら
い
っ
て
、
中
国
に
お
い
て
も
い
ま
や
古
典
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
民
国
十
九
年
（
一
九
三
〇
、

昭
和
五
年
に
あ
た
る
）、
上
海
の
商
務
印
書
館
か
ら
発
刊
さ
れ
た
「
嚴
訳
名
著
叢
刊
」
は
、
上
掲
の
八
種
を
す
べ
て
収
め
て
い
る
が
、
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巻
末
に
「
訳
名
表
」
の
注
記
を
つ
け
、
嚴
復
の
訳
語
と
原
語
と
を
対
比
さ
せ
る
と
と
も
に
、
し
ば
し
ば
現
代
の
中
国
社
会
で
は
こ
れ

こ
れ
の
い
い
方
を
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
と
い
う
注
記
を
施
し
た
。
そ
の
注
記
を
見
る
と
、
日
本
社
会
の
用
語
と
合
致
す
る
も
の
が

き
わ
め
て
多
い
。
そ
う
し
た
現
象
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
注
記
に
示
さ
れ
た
現
代
中
国
社
会
の
一
般
的
い
い
か
た
の
う
ち
、
日
本

語
と
合
致
す
る
も
の
は
、
日
本
漢
語
が
流
出
し
て
中
国
に
定
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
が
た
て
ら
れ
、
日
本
漢
語
識
別
の

＂勘
＂
を
要
請
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
紙
幅
が
許
す
限
り
、
そ
の
具
体
例
を
掲
げ
て
み
よ
う（
（2
（

。

　

鈴
木
修
次
氏
は
嚴
復
訳
語
の
具
体
例
紹
介
と
し
て
、
以
下
「
天
演
論
」
か
ら
始
め
＂speculation

＂
の
項
を
掲
げ
次
の
如
く
紹
介
し

て
い
る
。
な
お
、
本
稿
（
小
山
一
乘
筆
）
で
は
、『
嚴
訳
名
著
叢
刊
』
及
び
八
種
の
訳
書
名
と
各
詳
細
は
紙
幅
上
割
愛
す
る
。

　

天
演
論　

近
人
撰
述
、
多
以
「
進
化
」
二
字
当
之
。

　

物
競
（struggle　

for　

existence

）
今
通
訳
「
生
存
競
争
」

　

�

天
択
（selection

）
今
通
訳
「
天
然
淘
汰
」。（
正
し
く
はnatural selection 

と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
の
「
自
然
淘
汰
」

を
用
い
る
と
、中
国
伝
統
の
「
自
然
」
の
考
え
方
に
引
か
れ
て
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
、「
天
然
淘
汰
」
と
置
き
か
え
た
も
の
。）

　

�

人
択
（artificial selection

）
今
通
訳
「
人
為
淘
汰
」。

　
（
進
化
論
用
語
の
日
本
社
会
に
お
け
る
定
着
が
い
つ
ご
ろ
に
あ
る
か
は
、
拙
著
『
日
本
漢
語
と
中
国
』
で
ふ
れ
た（
（2
（

。）

	

（
中
略
）

　

任
物
之
競
（free com

petition

）
今
訳
「
自
由
競
争
」。

　

簡
息
（sim

ple interest

）
今
日
訳
「
単
利
」。
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繁
息
（om

pound interest

）
今
訳
「
複
利
」。

　

殖
量
（productivity

）
今
訳
「
生
産
力
」。

　

過
庶
（overpopulation

）「
人
口
過
剰
」。

　

過
富
（overproduction

）「
生
産
過
多
」。

　

政
約
（policy
）「
政
策
」。

　

甲
必
丹
（captain
）「
船
長
」。

　

屯
待（
（2
（

（speculation
）「
投
機
」。

　
（「
投
機
」
と
い
う
語
彙
は
、「
碧
巌
録
」
第
十
二
則
な
ど
に
既
に
見
え
る
が
、
意
味
は
全
く
異
な
る
。）

　

以
上
の
如
く
み
え
る
。【
筆
者
小
山
コ
メ
ン
ト
：「
屯
待
（speculation

）『
投
機
』。」
の
項
に
は
「
今
訳
」
の
記
が
み
え
な
い
。『
字

通
』
の
「
屯
」
の
「
字
訓
」
項
に
は
、「
な
や
む
」
の
義
が
み
え
、
同
じ
く
『
字
通
』
の
「
待
」
の
「
字
訓
」
項
に
は
「
ま
つ
」
と
み

え
る
の
で
「
屯
み
な
が
ら
機
を
待
つ
」
の
意
味
が
鮮
明
に
な
る
と
筆
者
は
思
う
。
執
筆
者
の
鈴
木
修
次
の
注
記
に
「「
投
機
」
と
い
う

語
彙
は
、『
碧
巌
録
』
第
十
二
則
な
ど
に
す
で
に
見
え
る
が
、
意
味
は
全
く
異
な
る
。）」
と
み
え
る
。「
今
訳
」
と
の
記
に
つ
い
て
鈴
木

修
次
は
「
民
国
十
九
年
刊
行
の
「
厳
訳
名
著
叢
刊
」
の
巻
末
に
附
け
ら
れ
て
い
る
「
今
訳
（
云
云
）」
の
注
記
が
、
す
べ
て
日
本
社
会

に
お
い
て
く
ふ
う
さ
れ
た
「
新
漢
語
」
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
う
ち
の
多
く
の
部
分
を
占
め

る
も
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
を
咀
嚼
し
、
消
化
す
る
た
め
に
日
本
に
お
い
て
く
ふ
う
さ
れ
た
「
新
漢
語
」
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
注
記
を
通
し
て
、
そ
れ
が
日
本
社
会
で
生
ま
れ
た
「
新
漢
語
」
で
あ
る
可
能
性
が
強

い
と
い
う
見
当
を
つ
け
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る（
（2
（

」、
と
の
指
摘
が
み
え
る
。】
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ⅱ　

中
村
元
編
『
続 

仏
教
語
源
散
策
』、「
投
機
」
の
項
の
解
説

　
ａ　

漢
語
「
投
機
」
の
用
語
法
と
「
経
済
学
」
の
用
語
法
と
の
関
わ
り
に
関
し
て
は
次
の
解
説
が
み
え
る
。

　

�　

経
済
学
の
方
で
い
う
投
機
と
は
、
価
格
変
動
が
は
げ
し
く
、
か
つ
見
通
し
が
つ
け
に
く
い
商
品
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
る
売
買
行

為
の
こ
と
を
い
う
。
計
画
経
済
で
な
い
場
合
、
経
済
の
将
来
の
変
動
を
完
全
に
予
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
売

買
に
は
必
ず
損
失
の
危
険
が
随
伴
す
る
わ
け
で
あ
る
。
予
見
能
力
が
特
に
す
ぐ
れ
た
人
が
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
売
買
し
て
、
大
き
な

利
益
を
得
る
目
的
で
行
う
売
買
が
投
機
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
商
品
の
価
格
変
動
が
は
げ
し
く
、
見
通
し
が
つ
け

に
く
い
気
運
の
変
化
を
機
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
に
金
銭
を
投
ず
る
、
あ
る
い
は
商
品
の
価
格
変
動
（
機
）
を
予
見
し
、
予

見
が
変
動
に
適
合
す
る
（
投
）
こ
と
が
経
済
学
に
お
け
る
投
機
の
意
味
で
あ
ろ
う（
（3
（

。

　

ｂ　

元
来
の
禅
用
語
と
し
て
の
「
投
機
」
の
用
語
法
に
関
し
て
は
次
の
解
説
が
み
え
る
。

　

�　

こ
の
投
機
は
も
と
は
実
は
禅
用
語
で
あ
る
。
人
間
対
人
間
の
関
係
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
機
の
語
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
意
味
が
あ
り
、
用
法
に
よ
っ
て
意
味
も
異
な
る
が
、
通
じ
て
い
え
る
の
は
心
の
は
た
ら
き
、
能
力
を
指
す
語
で
あ
る
。
心
の

は
た
ら
き
の
可
能
性
が
、
何
か
の
は
ず
み
で
、
例
え
ば
仏
の
教
え
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
用
す
る
。
凡
夫
の
心
の
あ
り
方
が
、

仏
弟
子
の
修
行
に
則
っ
た
心
の
あ
り
方
へ
の
変
化
を
も
た
ら
す
素
質
が
人
間
に
本
来
具
備
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
を
機
と
い
っ
て
い
る
。

機
に
も
能
力
の
差
が
あ
り
、
教
え
を
聞
い
て
必
ず
さ
と
り
を
得
る
も
の
、
そ
う
で
な
い
も
の
、
そ
し
て
ど
ち
ら
と
も
決
定
し
が
た
い

も
の
な
ど
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
機
を
、
教
え
を
聞
く
人
、
修
行
者
あ
る
い
は
弟
子
と
い
う
意
味
に
も
と
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る（
（3
（

。

　
ｃ　
「
経
済
学
が
借
用
し
た
投
機
の
意
味
」
の
消
息
に
関
し
て
は
次
の
解
説
が
み
え
る
。

　
「
投
機
」
項
の
執
筆
者
は
、
禅
宗
で
は
「
投
機
を
弟
子
の
機
と
師
の
機
と
が
相
投
じ
て
冥
合
す
る
こ
と
と
解
釈
す
る
。」
と
し
て
「
経

済
学
が
借
用
し
た
投
機
の
意
味
」
の
消
息
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。

　

�　

つ
ま
り
師
弟
の
互
い
の
心
の
は
た
ら
き
の
や
り
と
り
、
相
手
の
心
と
感
応
し
、
道
が
交
通
し
融
通
し
通
達
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て

心
が
開
明
し
、
さ
と
る
場
合
を
投
機
と
い
っ
て
い
る
。
心
の
は
た
ら
き
は
千
変
万
化
で
、
形
も
な
く
、
色
も
な
く
、
一
処
に
定
住
す

る
も
の
で
な
い
。
全
く
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
心
と
心
と
の
冥
合
で
あ
る
か
ら
、
経
済
学
で
借
用
し
た
投
機
の

意
味
は
、
こ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
を
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か（
（3
（

。

　

ⅲ　

胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
―
」（
二
〇
一
八
年
）：
漢
語
「
投
機（

（3
（

」

　
「
投
機
」
の
用
例
の
渉
猟
と
検
討
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
長
文
だ
が
敢
え
て
引
く
。

　
　
　

ま
と
め

　

�　

中
国
で
仏
教
用
語
と
し
て
誕
生
し
て
き
た
「
投
機
」
は
〈
禅
宗
に
て
学
人
の
機
と
師
家
の
機
と
相
投
ぜ
る
を
云
ふ
。
多
く
の
場
合

に
は
大
悟
徹
底
し
て
佛
祖
の
要
機
に
合
す
る
を
云
ふ
〉
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
中
国
で
は
宋
の
時
代
か
ら
「
投
機
」
が
一
般
語
に

転
用
さ
れ
、
元
、
特
に
明
と
清
の
時
代
に
は
、
話
し
言
葉
で
〈
気
が
合
う
、
意
気
投
合
す
る
〉
と
い
う
意
味
で
盛
ん
に
使
わ
れ
た
。

八
九



　

そ
し
て
、「
投
機
」
を
文
字
通
り
に
解
釈
し
て
〈
機
会
に
投
じ
る
〉
と
い
う
使
い
方
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、〈
意
気
投
合
〉
の

趣
旨
の
「
投
機
」
は
、
用
例
は
少
な
か
っ
た
。
一
方
、
仏
典
と
と
も
に
日
本
語
に
入
っ
て
き
た
「
投
機
」
は
長
い
間
仏
教
関
係
に
し
か

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
日
本
人
の
漢
詩
漢
文
の
資
料
に
は
〈
機
会
に
投
じ
る
〉
と
い
う
意
味
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
漢
文
素
養
の
高
い
人
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
理
解
さ
れ
た
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
現

代
日
本
語
に
お
け
る
「
投
機
」
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、〈
機
会
に
投
じ
る
〉
の
「
投
機
」
は
西
郷
隆
盛
な
ど
の
使
用
例

か
ら
見
て
、〈
よ
い
チ
ャ
ン
ス
を
う
ま
く
掴
み
取
る
〉
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
プ
ラ
ス
の
意
味
で
捉
え
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
古
代
中
国
語
で
盛
ん
に
使
わ
れ
た
〈
意
気
投
合
〉
の
「
投
機
」
が
日
本
語
に
あ
ま
り
取
り
入
れ
な
か
っ
た
の
は
、
恐
ら

く
位
相
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。〈
意
気
投
合
〉
の
「
投
機
」
は
古
代
中
国
語
で
は
、
主
に
口
語
の
白
話
文
に

使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、〈
機
会
に
投
じ
る
〉
の
「
投
機
」
は
文
語
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
の
を
安

く
買
い
、
高
く
売
る
行
為
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
災
害
に
乗
じ
た
り
デ
マ
を
流
し
た
り
す
る
よ
う
な
不
正
操
作
、
及
び
そ
れ
を
す
る

悪
徳
商
人
の
こ
と
を
、
日
本
語
で
は
従
来
「
山
を
か
け
る
」、「
山
師
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
た
。
一
八
八
〇
年
代
前
後
こ
れ
ら
の
和
語

の
同
義
語
と
し
て
「
投
機
」
が
見
え
始
め
、「
投
機
」
の
対
象
は
目
に
見
え
る
商
品
か
ら
株
、
先
物
な
ど
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
中
国

へ
は
、
日
清
戦
争
以
降
、
日
本
で
成
立
し
た
「
投
機
」
の
新
し
い
使
い
方
が
紹
介
さ
れ
、
現
代
中
国
語
に
お
け
る
使
用
へ
と
繋
が
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
胡
新
祥
氏
の
論
文
中
に
、「
中
国
近
代
の
啓
蒙
思
想
家
・
翻
訳
家
」
と
い
わ
れ
る
「
嚴
復
」
の
氏
名
が
み
え
る
の
は
筆
者
の

計
数
で
は
、
三
カ
所
の
み
で
あ
る
（
原
文
割
愛
）。
三
と
い
う
の
は
、
鈴
木
修
次
氏
が
「
嚴
復
の
翻
訳
は
、
用
語
の
点
か
ら
い
っ
て
、

中
国
に
お
い
て
も
い
ま
や
古
典
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
指
摘
の
ひ
と
つ
の
証
左
だ
と
推
察
す
る
。 九

〇



五　

漢
語
「
差
別
」
概
観

　

１　

漢
語
「
差
別
」
の
使
用
例
の
概
観
（
中
国
用
例
中
の
「
日
本
語
和
訳
」
は
胡
新
祥
氏
に
よ
る
）

　

ⅰ　

日
本
の
法
律
関
連

　
ａ　

日
本
国
憲
法
第
十
四
条

　

�　
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
つ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又

は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。」
と
あ
る
。

【
筆
者
コ
メ
ン
ト
：
こ
こ
の
「
差
別
」
は
、「
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
」
に
関
す
る
「
偏
見
や
先
入
観
な
ど
を
も

と
に
、
特
定
の
人
々
に
対
し
て
不
利
益
・
不
平
等
な
扱
い
を
す
る
こ
と
」
の
意
で
あ
る
。】

　

ｂ　

教
育
基
本
法
要
綱
案
（
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
九
日
）

　

�　

す
べ
て
の
国
民
は
、
均
し
く
、
そ
の
能
力
と
適
性
と
に
応
ず
る
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

教
育
上
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
ま
た
は
門
地
の
如
何
に
よ
っ
て
区
別
せ
ら
れ
な
い
こ
と

【
筆
者
コ
メ
ン
ト
：
馴
致
の
漢
語
「
差
別
」
で
は
な
く
「
区
別
」
に
留
意
す
る
。】

　
ｃ　

教
育
基
本
法
案
（
昭
和
二
十
二
年
一
月
十
五
日
）

　

�　

す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と
し
く
、
そ
の
能
力
と
適
性
と
に
応
ず
る
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

教
育
上
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
経
済
的
地
位
ま
た
は
門
地
の
如
何
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
い
。

【
筆
者
コ
メ
ン
ト
：
馴
致
の
漢
語
「
差
別
」
の
採
択
が
み
え
る
。】

　

ｄ　
（
旧
）
教
育
基
本
法
三
条
（
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
公
布
・
施
行
）

九
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�　

す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と
し
く
、
そ
の
能
力
に
応
ず
る
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
人

種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
経
済
的
地
位
又
は
門
地
に
よ
っ
て
、
教
育
上
差
別
さ
れ
な
い
。

　
ｅ　

教
育
基
本
法
第
四
条
（
全
面
改
正
、
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
に
全
面
改
正
公
布
・
施
行
、
全
十
八
箇
条
）：

　

�　

１　

す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と
し
く
、
そ
の
能
力
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
種
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
、
経
済
的
地
位
又
は
門
地
に
よ
っ
て
、
教
育
上
差
別
さ
れ
な
い
。

【
筆
者
小
山
コ
メ
ン
ト
：
審
議
案
逐
条
の
経
緯
の
全
容
は
紙
幅
上
省
く
が
、
重
要
な
の
は
「
教
育
基
本
法
要
綱
案
（
昭
和
二
十
一
年

十
二
月
二
十
九
日
）
で
は
漢
語
「
区
別
」
が
提
案
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
次
回
案
「
昭
和
二
十
二
年
一
月
十
五
日
」
以
降
「
昭
和

二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
公
布
・
施
行
の
決
定
（
案
）」
ま
で
漢
語
「
差
別
」
が
採
択
と
な
っ
た
。
漢
語
「
差
別
」
の
プ
ラ
ス
面
と
マ

イ
ナ
ス
面
と
の
文
言
の
両
義
性
を
付
議
し
た
選
取
選
捨
の
審
議
曲
折
相
が
穿
た
れ
る
。
さ
ら
に
文
言
「
能
力
に
応
ず
る
」
が
、
五
九
年

ぶ
り
の
改
正
教
育
基
本
法
で
は
文
言
「
能
力
に
応
じ
た
」
に
改
正
さ
れ
た
。「
応
ず
る
」
と
「
応
じ
た
」
と
の
差
異
に
関
す
る
否
定
的

批
判
が
喧
し
い
。
つ
ま
り
「
第
百
六
十
五
回
国
会
、
参
議
院
、
教
育
基
本
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
公
聴
会
、
第
一
号
、
平
成
十
八
年

十
二
月
十
二
日
（
火
曜
日
）」
に
お
い
て
、
公
述
人
（
大
内
裕
和
氏（
（3
（

）
に
よ
る
次
の
指
摘
が
み
え
る
。
つ
ま
り
、「
能
力
に
応
ず
る
教
育
」

は
、「
発
達
の
必
要
に
応
ず
る
教
育
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
発
達
の
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
時
点
で
の
能
力
の
格
差
を
是
正

す
る
方
向
で
教
育
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
き
た
。」。
し
か
し
政
府
法
案
の「
能
力
に
応
じ
た
教
育
」と
い
う
文
言
は
、「
能

力
に
応
じ
て
機
会
を
配
分
す
る
、
つ
ま
り
能
力
の
上
下
に
よ
っ
て
教
育
機
会
は
差
別
的
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
を
容
認
す
る
表
現
」
で
あ

り
「
教
育
機
会
の
不
平
等
が
促
進
さ
れ
て
し
ま
う（
（3
（

」（
太
字
は
筆
者
）
と
み
え
否
定
的
批
判
が
み
え
る
。
公
述
人
の
漢
語
「
差
別
」
使

用
は
、
マ
イ
ナ
ス
的
意
味
で
の
使
用
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。】

九
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ⅱ　

胡
新
祥
氏
挙
例
の
漢
語
「
差
別
」
関
連

　
ａ　
「
常
觀
色
相
男
女
好
醜
起
種
種
差
別
」（
長
安
沙
門
釋
僧
肇
著
『
寶
蔵
論
』、
本
際
虛
玄
品
第
三
、
太
字
筆
者
）「
寶
藏
論
第
一
卷
」

　
　
　
（
胡
新
祥
氏
和
訳
：
常
に
色
相（
（3
（

を
観
察
し
、
男
と
女
、
好
い
と
醜
い
、
種
々
の
差
別
が
起
こ
っ
て
い
る
）

　

ｂ�　

①　

差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
。D

istinction　

②　

偏
見
な
ど
か
ら
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
（『
日
本
語
大
辞
典 

第

二
版
』
講
談
社
、
一
九
九
五
）

　
ｃ�　
「
県
産
の
米
や
水
に
加
え
、
酵
母
も
新
た
に
作
る
こ
と
で
「
岐
阜
の
味
と
し
て
差
別
化
し
た
い
」
と
同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は

意
気
込
む
。」（
朝
日
新
聞 

二
〇
一
七
年
五
月
二
十
日
よ
り
）

【
胡
新
祥
氏
コ
メ
ン
ト
：
一
方
、
本
来
の
意
味
で
あ
る
〈
①　

差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
〉
は
、「
差
別
化
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ

て
い
る
、
あ
る
い
は
、「
区
別
」
な
ど
で
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。】

　

ｄ　
『
現
代
漢
語
詞
典
第
六
版
』（
商
務
印
書
館 

二
〇
一
二
）

【
差
別
】chabie 

名 

形
式
或
内
容
上
的
不
同
：
毫
無
～；

縮
小
～；

両
者
之
間
～
很
大
。

　
　
　
（
呂
叔
湘
他
『
現
代
漢
語
詞
典
第
六
版
』（
商
務
印
書
館 

二
〇
一
二
）
第
一
三
三
頁
）

（
日
本
語
和
訳
：
名
詞
形
式
、
あ
る
い
は
内
容
の
違
い
。）

【
胡
新
祥
氏
コ
メ
ン
ト
：
現
代
中
国
語
で
は
、
日
本
語
と
違
っ
て
、「
差
別
」
に
は
名
詞
的
用
法
し
か
な
い
。
日
本
語
に
見
ら
れ
る
「
～

を
差
別
す
る
」、あ
る
い
は
「
～
が
差
別
さ
れ
る
」
の
よ
う
な
動
詞
的
用
法
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、意
味
的
に
も
、日
本
語
の
「
人

種
差
別
」
に
見
え
る
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
も
な
い
。
さ
ら
に
、「
差
別
化
戦
略
」
の
よ
う
な
、
プ
ラ
ス
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
な
い
。】

　
ｅ　
「
人
民
政
府
建
立
以
後
、
廃
除
了
民
族
圧
迫
、
民
族
岐
視
政
策
、
民
族
不
論
大
小
、
一
律
平
等
。」

九
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（
胡
起
望
他
『

村
瑶
族
』
民
族
出
版
社 

一
九
八
三
）

（
日
本
語
和
訳
文
：
人
民
政
府
が
出
来
た
以
後
、
民
族
圧
迫
、
民
族
を
「
岐
視
」（
差
別
）
す
る
政
策
を
廃
止
し
た
。
民
族
は
大
小
を
問

わ
ず
、
一
律
平
等
で
あ
る
。）

　

ｆ�　
「
不
把
＂一
碗
水
端
平
＂、
而
是
対
不
同
区
域
的
消
費
者
実
行
差
別
待
遇
、
長
此
以
往
、
相
関
跨
国
企
業
在
中
国
消
費
者
心
目
中

的
形
象
恐
難
維
持
。」（
人
民
日
報 

二
〇
一
六
年
七
月
二
十
九
日
）

（
日
本
語
和
訳
文
：
一
律
平
等
で
は
な
く
、
異
な
る
地
域
の
消
費
者
に
対
し
て
「
差
別
」
待
遇
を
施
す
。
長
く
な
る
と
、
中
国
人
消
費

者
に
お
け
る
そ
う
い
う
国
際
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。）

　
ｇ　

＂無
差
別
殺
人
＂
概
念
源
於
日
本
、但
如
今
在
中
国
、這
個
詞
愈
来
愈
多
地
出
現
在
公
衆
視
野
。」（『
方
園
』
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
日
本
語
和
訳
文
：「
差
別
」
殺
人
と
い
う
言
葉
は
日
本
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、現
在
の
中
国
に
お
い
て
こ
の
言
葉
は
ま
す
ま
す
広
が
っ

て
い
る
。）

【
胡
新
祥
氏
コ
メ
ン
ト
：
現
代
中
国
語
に
お
い
て
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
「
無
差
別
殺
人
」
と
い
う
表
現
は
間
違
い
な
く
、
現
代
日
本
語

由
来
の
語
で
あ
る
】

　

ｈ　
（
胡
新
祥
氏
）
挙
例
：『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
小
学
館 

二
〇
〇
二
）

　
「（
１
）
け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
。
差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
。
ち
が
い
。
分
別
。
し
ゃ
べ
ち
。
し
ゃ
べ
つ
。

　

＊
大
乗
掌
珍
論
天
暦
九
年
点
〔
九
五
五
〕「
自
他
宗
に
於
て
計
度
す
る
こ
と
差サ

別ベ
ツ

な
る
を
も
ち
て
」

　

＊
西
洋
道
中
膝
栗
毛
〔
一
八
七
〇
～
七
六
〕〈
仮
名
垣
魯
文
〉
五
・
上
「
船
中
港
の
差サ

別ベ
ツ

な
く
洒
落
ち
ら
し
た
る
瓢
軽
同
志
」（
後
略
）」。

【
胡
新
祥
氏
コ
メ
ン
ト〈
し
ゃ
べ
つ（
差
別
）。
補
注
〉：
現
在
で
は「
サ
ベ
ツ
」と
読
む
の
が
普
通
で
あ
る
が
、明
治
中
ご
ろ
ま
で
は「
シ
ャ

ベ
ツ
」の
読
み
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
。〈
①　

差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
〉と
い
う
意
味
が
古
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

九
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中
国
の
『
陳
書
・
劉
師
知
伝
』
の
用
例
を
掲
げ
て
あ
り
、
中
国
語
由
来
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、〈
②　

正
当
な
理
由

な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
〉
と
い
う
意
味
は
そ
れ
ほ
ど
歴
史
が
長
く
な
い
。
こ
れ
は
中
国
語
に
見
ら
れ
な
い
日
本
独
自
の
用

法
で
あ
る
。（
後
略
）】

　

ｉ　
『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
風
他 

一
九
八
六
）
の
記
述

【
胡
新
祥
氏
コ
メ
ン
ト
：「
次
に
、
参
考
と
し
て
中
国
の
『
漢
語
大
詞
典
』
を
見
る
。
記
述
を
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
合
わ
せ
て
整
え
、

用
例
に
成
立
年
代
を
付
し
て
対
照
で
き
る
よ
う
に
示
し
た
。」】
と
み
え
る
。

　
（
１
）
差
異；

不
同
。〈
差
異
、
違
い
〉

　

＊
百
喩
経
・
人
謂
故
屋
中
有
悪
鬼
喩
〔
五
世
紀
末
〕〈
求
那
毘
地
〉「
然
諸
衆
生
横
計
是
非
、
強
生
諍
訟
、
如
彼
二
人
等
無
差
別
」

　

＊
送
寿
聖
聡
長
老
偈
〔
蘇
軾
〕〈
一
〇
八
四
〉「
此
二
人
者
、
有
何
差
別
。」

　

＊
日
出
・
第
四
幕
〔
曹
禺
〕〈
一
九
三
五
〉「
頭
等
貨
、
三
等
貨
、
都
是
這
麼
一
説
、
差
別
倒
是
很
有
限
。」

　
（
２
）
区
別
、
分
別
。〈
区
別
、
分
別
〉

　

＊
読
司
馬
法
〈
六
韜
〉〔
姚
鼐
〕〈
清
〉「
余
嘗
謂
周
秦
以
降
、
文
辞
高
下
、
差
別
頗
易
。」

【
胡
新
祥
氏
コ
メ
ン
ト
：『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
と
『
漢
語
大
詞
典
』
の
記
述
に
よ
る
と
、「
差
別
」
は
仏
教
由
来
の
言
葉
、
そ

の
後
、
中
国
語
に
お
い
て
も
日
本
語
に
お
い
て
も
一
般
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
語
の
字
音
読
み
は
漢
音
、
呉
音
の
区

別
が
あ
り
、仏
教
の
世
界
で
は
呉
音
に
従
っ
て
「
し
ゃ
べ
つ
」
と
発
音
さ
れ
、漢
音
読
み
は
「
さ
べ
つ
」
と
な
っ
て
い
る
。「
障
碍
」「
変

化
」
な
ど
の
仏
教
由
来
語
が
、
仏
教
の
世
界
で
は
呉
音
で
「
し
ょ
う
げ
」「
へ
ん
げ
」
と
読
ま
れ
る
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
漢
音

で
「
し
ょ
う
が
い
」「
へ
ん
か
」
と
読
ま
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
差
別
」
が
「
さ
べ
つ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
は
、
一

般
語
と
し
て
認
識
さ
れ
た
重
要
な
手
が
か
り
と
も
な
る
。】
と
み
え
る
。

九
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ｊ　

仏
教
語
と
し
て
の
「
差
別
」

　

胡
新
祥
氏
は
「「
差
別
」
が
仏
教
伝
来
に
よ
る
造
語
か
ど
う
か
、「
彫
龍
中
国
古
籍
庫
」、
北
京
大
学
中
国
語
言
研
究
中
心
（Center 

for Chinese Linguistics PK
U

）の
古
代
中
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、台
湾
中
央
研
究
院
の「
漢
籍
電
子
文
献
」な
ど
の
古
代
中
国
語
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
調
べ
て
み
た
。」
そ
し
て
、「
そ
の
結
果
、「
差
別
」
と
い
う
語
は
確
か
に
当
初
、
仏
教
語
と
し
て
誕
生
し
、
そ

の
後
、
一
般
語
に
転
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。」
と
し
て
次
を
記
し
て
い
る
。（「
符
号
イ

ロ
ハ
」
を
付
し
た
の
は
筆
者
小
山
）

　

�（
イ
）「
比
丘
白
言
。
彼
發
意
成
就
。
因
縁
不
成
就
者
。
此
二
事
有
何
差
別
。
世
尊
告
曰
。
比
丘
。
發
意
成
就
。
因
縁
不
成
就
。
此
是

濡
根
。
發
意
不
成
就
。
因
縁
成
就
。
比
丘
此
是
利
根
。
比
丘
白
言
。
鈍
根
利
根
。
有
何
差
別
。（『
阿
闍
世
王
問
五
逆
經
』
法
炬
西
晋

（
二
六
五
～
三
一
六
））。〈
日
本
語
訳
文
：
比
丘
曰
く
、
彼
は
成
就
せ
よ
と
決
意
し
た
が
、
縁
に
よ
っ
て
成
就
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

二
つ
に
何
か
差
別
が
有
る
か
。
世
尊
告
げ
て
曰
く
。
比
丘
、
成
就
せ
よ
と
決
意
し
て
も
縁
に
よ
っ
て
成
就
で
き
な
か
っ
た
、
こ
れ
は

濡
根
だ
。
成
就
せ
ぬ
と
決
意
し
た
が
、
縁
に
よ
っ
て
成
就
で
き
た
、
こ
れ
は
利
根
だ
。
比
丘
曰
く
、
鈍
根
と
利
根
、
何
か
差
別
が
あ

る
か
。）

　

�（
ロ
）
世
尊
。
我
坐
菩
提
樹
下
。
於
一
念
中
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
已
。
願
我
世
界
無
有
日
月
光
明
晝
夜
差
別
除
華
開
合
。
我
成

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
已
。
當
以
光
明
遍
照
三
千
大
千
世
界
。（『
悲
華
経
』
曇
無
讖
（
三
八
五
～
四
三
三
）
北
涼
）。〈
日
本
語
訳
文
：

世
尊
。
私
は
菩
提
樹
の
下
に
座
す
。
一
念
の
中
に
於
い
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提（
（3
（

を
成
し
た
。
願
わ
く
は
、わ
が
世
界
に
日
月
光
明
、

昼
夜
の
差
別
が
な
く
、
花
の
開
合（
（3
（

だ
け
は
除
く
。
わ
た
し
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
し
、
光
明
を
以
て
三
千
大
千
世
界
に
遍
く

照
ら
す
べ
し
。）
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�（

ハ
）
一
切
諸
法
唯
依
妄
念
而
有
差
別
。
若
離
心
念
則
無
境
界
差
別
之
相
。（『
大
乘
起
信
論
』
實
叉
難
陀
（
六
五
二
～
七
一
〇
）
唐
）。

〈
日
本
語
訳
文
：
一
切
の
諸
法
は
、
た
だ
迷
妄
の
執
心
に
よ
っ
て
差
別
が
あ
る
。
若
し
心
念
を
離
れ
れ
ば
、
即
ち
境
界
、
差
別
の
相

が
な
い
〉

【
筆
者
コ
メ
ン
ト
：
上
記
の
用
例
（
イ
）
～
（
ハ
）
か
ら
、
仏
教
世
界
に
お
け
る
「
差
別
」
は
現
代
語
の
「
違
い
、
差
異
、
区
別
」
に

相
当
す
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
教
育
基
本
法
立
法
審
議
過
程
で
、
文
言
「
区
別
」
が
提
案
さ
れ
た
経
緯
相
は
首
肯
で
き
る
。】

　

ｋ　

並
列
関
係
の
同
義
字
「
差
」
と
「
別
」
か
ら
造
語
「
差
別
」

『
漢
語
大
詞
典
』（
羅
竹
風
他 
一
九
八
六
）
に
は
下
記
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

❶�

《
荀
子
・
栄
辱
》：
使
有
貴
賤
之
等
，
長
幼
之
差
，
知
愚
能
不
能
之
分
。〈
日
本
語
訳
文
：
貴
賤
の
等
級
、
長
幼
の
差
、
智
と
愚
、
能

と
不
能
の
分
別
を
あ
ら
し
め
る
。）

❷
《
礼
記
・
楽
記
》
和
、
故
百
物
皆
化；

序
、
故
万
物
皆
別
。
鄭
玄
注
：
別
、
謂
形
体
異
也
。

（
日
本
語
訳
文
：
和
、
故
に
万
物
皆
化
す
る；

序
、
故
に
万
物
皆
別
す
る
。
鄭
玄
の
注
：
別；

い
わ
ゆ
る
形
体
の
異
な
り
で
あ
る
。）

　
【（
ｌ
）　

胡
新
祥
氏
の
コ
メ
ン
ト
・
提
起
：「
差
別
」
を
二
次
元
で
考
え
る
。

　
〈
１
〉
世
の
中
の
諸
々
の
形
体
の
物
理
的
な
違
い
、
こ
れ
を
仏
教
の
文
脈
に
よ
っ
て
〈
違
い
、
差
異
、
区
別
〉
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
〈
２
〉
な
ぜ
世
の
中
の
諸
々
の
形
体
に
違
い
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
は
仏
教
の
世
界
観
で
は
、
そ
の
も
の
の
業
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
筆
者
コ
メ
ン
ト
：
胡
新
祥
氏
は
「
こ
の
二
次
元
分
類
か
ら
、「
仏
教
の
差
別
理
論
」
と
し
て
「
仏
教
に
お
い
て
は
、〈
世
の
中
の
諸
々

の
形
体
の
違
い
〉
を
理
論
的
に
、
総
じ
て
「
差
別
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。」
と
ま
と
め
て
い
る
。
漢
語
「
差
別
」
が
仏
教
経
典
で
多

用
さ
れ
て
い
る
相
に
つ
い
て
は
、「『
仏
教
漢
梵
大
辞
典
』（
平
川
彰 

二
〇
〇
三
）
を
み
る
と
、「
差
別
」
に
関
連
す
る
語
が
多
く
収
録

九
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さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る（
（3
（

」
と
指
摘
し
、
用
例
計
三
〇
語
を
採
録
し
て
い
る（
（4
（

。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

�　

差
別
、
差
別
上
上
昇
進
、
差
別
之
相
、
差
別
分
別
、
差
別
心
、
差
別
効
能
、
差
別
名
、
差
別
因
縁
、
差
別
行
相
、
差
別
…
成
立
、

差
別
更
待
餘
因
、
差
別
求
、
差
別
身
、
差
別
性
、
差
別
法
、
差
別
則
無
有
邊
、
差
別
建
立
、
差
別
相
、
差
別
眞
實
、
差
別
假
立
尋
思
、

差
別
欲
、
差
別
智
、
差
別
衆
名
、
差
別
義
、
差
別
義
門
、
差
別
道
理
、
差
別
慧
、
差
別
趣
障
、
差
別
證
、（
計
三
〇
語
）

�

（『
仏
教
漢
梵
大
辞
典
』
平
川
彰 

二
〇
〇
三
）】

　

ｍ　

一
般
語
に
転
用
さ
れ
た
漢
語
「
差
別
」
例
（
符
号
イ
ロ
ハ
は
筆
者
小
山
）

　

�（
イ
）「「
投
機
」、「
普
通
」
な
ど
多
く
の
仏
教
用
語
が
一
般
語
に
転
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
仏
教
語
と
し
て
誕
生
し
た
「
差
別
」
も
用

い
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
、
一
般
語
に
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
。」
と
記
し
て
胡
新
祥
氏
は
次
を
挙
げ
る
。

　
　

す
な
わ
ち
「
上
至
天
子
，
下
及
庶
人
，
貴
賤
等
級
，
尊
卑
差
別
，
吉
凶
所
用
，
罔
不
畢
備
。（『
北
史
』
李
延
寿 

六
五
九
）。

〈
日
本
語
訳
文
：（『
四
序
經
』）
上
は
天
子
に
至
り
、
下
は
庶
民
に
及
ぶ
。
貴
賤
の
等
級
、
尊
卑
の
「
差
別
」、
吉
凶
の
所
用
、
す
べ
て

を
網
羅
し
て
い
る
。〉（
羅
竹
風
他
『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
社 

一
九
八
六
）
第
二
巻
第
九
七
三
頁
。）

　

�（
ロ
）
因
論
今
宗
室
与
漢
差
別
。
漢
宗
室
只
是
天
子
之
子
封
王
，
王
子
封
候
，
嫡
子
世
襲
，
支
庶
以
下
皆
同
百
姓
，
只
是
免
其

戍
，

如
漢
光
武
帝
皆
是
起
於
民
間
也
。（『
朱
子
語
類
』
黎
靖
徳 
一
二
七
〇
。）

〈
日
本
語
訳
文
：
今
宗
室
と
漢
と
の
「
差
別
」
を
論
ず
る
。
漢
の
宗
室
は
た
だ
天
子
の
子
が
王
と
封
さ
れ
、
嫡
子
は
そ
れ
を
世
襲
す
る

だ
け
。
支
庶
以
下
は
百
姓
と
同
然
、
た
だ
そ
の
戍
役
を
免
じ
る
の
み
。
例
え
ば
、
漢
の
光
武
帝
な
ど
皆
民
間
よ
り
興
し
た
。〉

（
羅
竹
風
他
『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
社 

一
九
八
六
）
第
二
巻
第
六
二
三
頁
。）

　
ｎ　

古
典
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
」

九
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胡
新
祥
氏
は
「
古
典
日
本
語
に
お
け
る
「
差
別
」
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
日
本
古
典
文
学
全
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
の
諸
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
調
査
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。」
と

し
て
次
を
記
し
て
い
る
。（
イ
）（
ロ
）
の
現
代
語
訳
文
は
「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
の
日
本
古
典
文
学
全
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
」
と

の
胡
新
祥
氏
の
記
が
み
え
る
。

　

�（
イ
）「
涅
槃
経
云
、「
雖
得
人
獣
尊
卑
差
別
、
宝
命
重
死
、
二
倶
無
異
云
々
」。（『
日
本
霊
異
記
』
景
戒 

八
二
三
）。

〈
現
代
語
訳
：「
涅
槃
経
に
、「
人
と
獣
の
違
い
の
中
に
、
貴
賤
の
差
が
あ
る
け
れ
ど
、
命
を
た
い
せ
つ
に
し
、
死
を
重
視
す
る
と
い
う

こ
の
二
つ
は
、
人
間
だ
ろ
う
が
鳥
獣
だ
ろ
う
が
、
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
…
…
。」〉

　

�（
ロ
）「
諸
道
に
浅
深
を
探
り
、
諸
事
に
浮
沈
を
計
り
、
万
機
に
補
佐
と
し
て
親
疎
の
差
別
な
か
り
き
。」（『
保
元
物
語
』
作
者
不
明 

鎌
倉
時
代
）。

〈
現
代
語
訳
：
諸
道
の
た
し
な
み
は
深
く
、
事
に
当
た
っ
て
は
冷
静
な
判
断
を
示
し
、
執
政
に
際
し
て
も
公
平
無
私
で
あ
っ
た
。〉

　

�（
ハ
）「
但
至
毀
神
社
之
罪
者
、
依
大
小
之
差
別
有
軽
重
之
沙
汰
事
也
云
々
。（『
建
内
記
』
万
里
小
路
時
房 

室
町
中
期
）」。

〈
現
代
語
訳
：
た
だ
し
、
神
社
を
毀
損
す
る
罪
に
至
っ
て
は
、
大
小
の
差
別
に
依
っ
て
軽
重
の
沙
汰
が
あ
る
事
で
あ
る
と
い
う
。〉

【
胡
新
祥
氏
コ
メ
ン
ト
：
中
国
の
仏
教
経
典
に
お
い
て
「
差
別
」
は
多
用
さ
れ
、仏
教
の
ル
ー
ト
で
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
用
例
の
『
日

本
霊
異
記
』
は
日
本
最
古
の
仏
教
説
話
集
、
そ
の
中
に
は
『
涅
槃
経
』
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
用
例
の
『
保
元
物
語
』

と
用
例
の
『
義
経
記
』
は
軍
記
物
語
、
用
例
の
『
建
内
記
』
は
公
卿
の
漢
文
資
料
で
あ
り
、
当
時
に
お
い
て
「
差
別
」
は
漢
文
お
よ
び

和
漢
混
淆
文
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。】

　
ｏ　

ヘ
ボ
ン（
（4
（

『
和
英
語
林
集
成
初
版
』（
一
八
六
七
、『
二
版
』（
一
八
七
二
）、『
三
版
』（
一
八
八
六
））

　
　

SH
A
BET

SU

　

シ
ャ
ベ
ツ　

差
別　

n. D
ifference, distinction

九
九



　
　

Syn. W
A
K
A
CH
I, K
EJIM

E, W
A
ID
A
M
E, K
U
BET

SU
. 2‌1

【
筆
者
小
山
コ
メ
ン
ト
：
こ
の
背
景
は
、
ロ
ー
マ
字
の
ヘ
ボ
ン
式
表
記
と
日
本
式
表
記
、
訓
令
式
表
記
問
題
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

「
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
」
の
考
案
者
ヘ
ボ
ン
と
、
田
中
舘
愛
橘
考
案
の
日
本
式
と
が
あ
り
、
一
九
三
七
年
、
日
本
式
と
ヘ
ボ
ン
式
と
の

妥
協
案
と
し
て
日
本
政
府
が
定
め
た
も
の
を
訓
令
式
と
い
う
。
三
つ
の
詳
細
は
割
愛
す
る
。
な
お
、ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
三
版
』

（
一
八
八
六
）
に
「T

O
K
I　

ト
ウ
キ　

投
機　

n.Speculation: 

―sho,  a speculating m
erchant;  

―gyo, speculating 

business.

」
と
み
え
る
。
な
お
「
さ
べ
つ
、sabetu

」
の
記
は
見
え
な
い
。】

　
ｐ　
「「
し
ゃ
べ
つ
」
か
ら
「
さ
べ
つ
」
へ
」。
―
―
「
大
体
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
以
降
」
説
―
―

　

胡
新
祥
氏
は
、「
呉
音
読
み
・
し
ゃ
べ
つ
」
の
「
漢
音
読
み
・
さ
べ
つ
」
へ
の
転
換
に
つ
い
て
「
大
体
一
八
八
二
年
以
降
に
な
る
と
、

よ
う
や
く
「
差
別
・
さ
べ
つ
」
で
安
定
す
る（
（4
（

。」
と
指
摘
す
る
。
日
本
語
に
お
け
る
「「
差
別
」
の
一
般
語
化
は
古
か
っ
た
が
、
幕
末
・

明
治
期
に
至
っ
て
漢
音
読
み
に
転
換
す
る
の
は
、
当
時
の
漢
語
尊
重
の
時
代
背
景
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
記
す
。

　

日
本
語
に
お
い
て
「「
差
別
」
は
呉
音
読
み
「
し
ゃ
べ
つ
」
で
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
漢
音
読
み
「
さ
べ
つ
」
に
変
化
し

た
の
は
い
つ
頃
か
に
つ
い
て
、『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
第
一
期
』（
松
井
栄
一
他
、
一
九
九
五
）
収
録
の
明
治
初
期
の
漢
語
辞
書
『
内

外
新
報
字
類
』（
一
八
六
八
）、『
新
令
字
解
』（
一
八
六
八
）、『
布
令
字
弁
初
編
～
七
編
』（
一
八
六
八
～
一
八
七
二
）
を
調
べ
た
が
「
差

別
」
自
体
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、『
漢
語
字
類
』（
一
八
六
九
）
に
「
羊
ノ
部
～
別
差
別
〔
さ
べ
つ
〕
ワ
カ
チ
。」
と
収
録
さ

れ
て
い
る
旨
の
胡
氏
の
記
が
み
え
て
い
る
。
後
の
『
掌
中
早
字
引
集
：
布
令
日
誌
必
用
』（
一
八
七
〇
）、『
新
撰
字
解
』（
一
八
七
二
）、

『
漢
語
類
苑
大
成
』（
一
八
七
三
）、『
広
益
熟
字
典
・
仮
名
引
之
部
』（
一
八
七
四
）
等
で
も
、「
差
別
・
さ
べ
つ
」
を
確
認
で
き
る
け
れ

ど
も
、「
差
別
・
し
ゃ
べ
つ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。」
と
の
記
が
み
え
る
。
そ
し
て
「
幕
末
・
明
治
期
の
日
本
語
を
忠
実
に
記
録
し
た

ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』
の
諸
版
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、『
和
英
語
林
集
成
』
に
お
け
る
「
差
別
」
は
「
シ
ャ
ベ
ツ
」
と
発
音

一
〇
〇



さ
れ
て
お
り
、「
サ
ベ
ツ
」
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。」
と
の
記
が
み
え
、
ヘ
ボ
ン
が
採
録
し
て
い
る
「SH

A
BET

SU
 

シ
ャ
ベ
ツ 

差

別 n. D
ifference, distinction Syn. W

A
K
A
CH
I, K
EJIM

E, W
A
ID
A
M
E, K
U
BET

SU
.

」
と
い
う
記
が
み
え
る（
（4
（

。

【
胡
新
祥
氏
コ
メ
ン
ト
：
明
治
初
期
の
漢
語
字
典
に
は
「
差
別
・
さ
べ
つ
」
が
あ
る
一
方
、「
差
別
・
し
ゃ
べ
つ
」
が
見
つ
か
ら
ず
、
他

方
、『
和
英
語
林
集
成
』
の
諸
版
に
は
「
シ
ャ
ベ
ツ
」
だ
け
あ
り
、「
サ
ベ
ツ
」
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
不
一
致
は
、
明
治
初
期

の
漢
語
字
典
類
が
必
ず
し
も
当
時
の
「
差
別
」
の
発
音
を
忠
実
に
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か

り
に
忠
実
に
記
録
し
た
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
「
差
別
・
し
ゃ
べ
つ
」
も
示
す
は
ず
で
あ
る
。】
と
み
え
る
。

　
ｑ　

差
別
に
関
す
る
造
語

　

例
示
に
「
差
別
関
税
」、「
差
別
待
遇
」、「
無
差
別
級
」
が
み
え
る
。

　
ｒ　

不
当
な
扱
い
と
し
て
の
「
差
別
」

　
「
現
代
日
本
語
に
お
い
て
「
差
別
」
と
言
う
と
、
ま
ず
は
「
あ
る
も
の
を
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
」
の

意
と
捉
え
る
で
あ
ろ
う
。「
差
別
」は
、現
在
の
意
味
に
転
義
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
そ
の
動
詞
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、

「
差
別
」
が
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
だ
い
た
い
一
九
一
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。」
と
の
胡
新
祥
氏
の
記
が
み
え
る
。

六　

ま
と
め

　
（
一
）
胡
新
祥
氏
渉
猟
の
用
例
で
、漢
語
「
差
別
」
の
根
幹
的
原
初
的
例
と
推
察
さ
れ
る
「
常
觀
色
相
男
女
好
醜
起
種
種
差
別
」（「
常

に
色
相
を
観
察
し
、
男
と
女
、
好
い
と
醜
い
、
種
々
の
差
別
が
起
こ
っ
て
い
る
」）
で
、
漢
語
「
差
別
」
の
原
初
的
意
味
を
捕
捉
し
確

認
し
得
た
。
次
い
で
「
① 

差
を
つ
け
て
区
別
す
る
こ
と
。D

istinction　

② 
偏
見
な
ど
か
ら
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
」（『
日
本

語
大
辞
典 

第
二
版
』（
講
談
社 

一
九
九
五
）」
は
、
プ
ラ
ス
的
意
味
と
マ
イ
ナ
ス
的
意
味
と
の
両
義
性
が
簡
明
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

一
〇
一



を
確
認
し
た
。

　
（
二
）
日
本
語
に
お
い
て
の
「
差
別
」
は
、
久
し
く
呉
音
読
み
で
「
し
ゃ
べ
つ
」
と
読
ま
れ
て
き
た
が
、
幕
末
・
明
治
期
に
入
り
、

漢
文
尊
重
の
時
代
背
景
も
関
わ
っ
て
、
漢
音
読
み
で
「
さ
べ
つ
」
と
読
ま
れ
始
め
て
、
結
果
的
に
「
次
第
に
仏
教
世
界
か
ら
脱
却
」
し

始
め
た
と
の
指
摘
を
確
認
し
た
。

　
（
三
）
胡
新
祥
氏
の
指
摘
す
な
わ
ち
「
明
治
初
期
の
漢
語
字
典
に
は
「
差
別
・
さ
べ
つ
」
が
あ
る
一
方
、「
差
別
・
し
ゃ
べ
つ
」
が
見

つ
か
ら
ず
」、
他
方
、
ヘ
ボ
ン
の
「『
和
英
語
林
集
成
』
の
諸
版
に
は
「
シ
ャ
ベ
ツ
」
だ
け
あ
り
、「
サ
ベ
ツ
」
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。」

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
胡
新
祥
氏
の
指
摘
す
な
わ
ち
「
こ
の
不
一
致
は
、
明
治
初
期
の
漢
語
字
典
類
が
必
ず
し
も
当
時
の
「
差
別
」
の
発

音
を
忠
実
に
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
り
に
忠
実
に
記
録
し
た
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
「
差

別
・
し
ゃ
べ
つ
」
も
示
す
は
ず
で
あ
る
。」
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
確
認
し
た
。
欧
化
政
策
盛
ん
な
時
代
に
、「
読
み
」
は
、
本
邦
サ
イ

ド
版
は
「
さ
べ
つ
」
読
み
、
他
方
西
欧
サ
イ
ド
和
英
版
は
「
し
ゃ
べ
つ
」
読
み
と
い
う
の
は
極
め
て
興
味
深
い
。

　
（
四
）
ヘ
ボ
ン
が
「SH

A
BET

SU
 

シ
ャ
ベ
ツ 
差
別 n. D

ifference, distinction

」
と
し
て
「
呉
音
読
み
の
漢
語
「
差
別
」」
を
採

録
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
訳
業
は
、
令
和
時
代
の
今
日
の
学
校
教
育
で
の
ロ
ー
マ
字
教
育
の
表
記
法
と
、
パ
ス
ポ
ー
ト
で

の
表
記
法
と
の
差
異
問
題
に
よ
る
混
乱
の
遠
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
も
確
認
し
た
。「
呉
音
読
み
・
し
ゃ
べ
つ
」が「
漢

音
読
み
・
さ
べ
つ
」
に
な
っ
た
の
は
「
大
体
一
八
八
二
年
以
降
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
「
差
別
・
さ
べ
つ
」
で
安
定
す
る
」（
胡
新
祥

氏
指
摘
）
と
み
え
る
。
一
八
八
一
年
は
国
会
開
設
の
詔
（
明
治
十
四
年
の
政
変
）、
一
八
八
二
年
は
日
本
銀
行
創
立
の
時
局
で
あ
る
。

　
（
五
）
胡
新
祥
氏
は
「
現
在
の
〈
あ
る
も
の
を
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
〉
と
い
う
意
味
の
「
差
別
」
は
、

一
九
一
〇
年
代
か
ら
日
本
語
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
意
味
変
化
の
重
要
な
き
っ
か
け
は
「
差
別
」
の
動
詞
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。」
と
の
指
摘
が
み
え
る
。
筆
者
は
留
意
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
日
本
歴
史
上
、
個
人
次
元
の
平
等
・
差
別
問
題
と
並
ん
で
、
幕
末

一
〇
二



期
締
結
の
周
知
の
差
別
的
不
平
等
条
約
改
正
問
題
は
爾
来
い
わ
ば
国
家
と
い
う
人
格
の
差
別
解
決
課
題
で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
前

後
ま
で
は
、
差
別
的
不
平
等
条
約
の
改
正
が
国
家
課
題
で
、
一
八
九
四
年
に
日
英
通
商
航
海
条
約
（
治
外
法
権
の
撤
廃
）、
一
九
一
一

年
に
日
米
新
通
商
航
海
条
約
、
関
税
自
主
権
回
復
（
条
約
改
正
の
完
成
）
と
差
別
改
正
が
続
く
。
漢
語
「
差
別
」
が
意
識
化
さ
れ
、
問

題
は
一
人
の
人
権
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
（
六
）
マ
ス
コ
ミ
の
用
例
す
な
わ
ち
「
県
産
の
米
や
水
に
加
え
、
酵
母
も
新
た
に
作
る
こ
と
で
「
岐
阜
の
味
と
し
て
差
別
化
し
た
い
」

と
同
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
は
意
気
込
む
。」（
朝
日
新
聞 

二
〇
一
七
年
五
月
二
十
日
よ
り
）
で
は
、
動
詞
的
用
法
の
プ
ラ
ス
的
典
型
的

面
を
確
認
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
は
プ
ラ
ス
の
意
味
で
造
語
「
差
別
化
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
胡
新
祥
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
語

頭
に
「
差
」
が
つ
く
と
「
差
を
つ
け
て
他
社
の
商
品
と
区
別
す
る
」
と
な
り
負
の
面
が
滲
む
。
な
お
「
差
別
化
戦
略
と
は
、
競
合
他
社

の
同
種
の
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
製
品
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
自
社
商
品
に
機
能
面
や
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
他
社
商
品
に
は
な
い

明
確
な
差
異
を
つ
く
り
、
そ
の
差
異
を
商
品
の
優
位
性
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
に
自
社
の
商
品
を
選
ん
で
も
ら
い
や

す
く
す
る
競
争
戦
略
の
一
つ
（
略（
（4
（

）」
だ
が
、「
差
別
化
に
よ
り
顧
客
が
認
知
す
る
価
値
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
」
つ
ま
り
合
理
的
な
価

値
基
準
に
基
づ
く
「
価
値
の
認
知
」
が
差
別
化
戦
略
成
立
基
盤
と
し
て
絶
対
条
件
で
あ
り
他
者
蔑
視
の
偏
見
と
は
異
質
で
あ
る
。

　
（
七
）
法
的
に
問
題
化
す
る
差
別
問
題
を
、
漢
語
「
差
別
」
と
し
て
相
対
化
し
、
日
本
国
憲
法
で
の
「
差
別
」
規
定
を
う
け
る
下
位

法
の
新
旧
教
育
基
本
法
で
の
「
差
別
」
規
定
を
、嚆
矢
の
（
旧
）
教
育
基
本
法
第
三
条
立
法
審
議
案
と
し
て
紆
余
曲
折
の
漢
語
「
区
別
」

か
ら
漢
語
「
差
別
」
へ
曲
折
す
る
経
緯
相
を
確
認
し
た
。
漢
語
「
差
別
」
の
正
負
の
両
義
的
根
柢
的
検
討
の
視
界
と
必
要
性
と
を
確
認

し
得
た
。

　
（
八
）
漢
語
「
差
別
」
は
「
み
ん
な
で
手
繋
ぎ
ゴ
ー
ル
」
論
争
の
論
点
を
語
る
語
で
あ
り
、
旧
教
育
基
本
法
文
言
「
能
力
に
応
じ
て
」

が
、
改
正
で
「
能
力
に
応
じ
た
」
と
な
り
、
能
力
の
上
下
に
よ
っ
て
教
育
の
機
会
が
差
別
的
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
を
容
認
す
る
表
現
だ

一
〇
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と
す
る
否
定
的
批
判
を
み
た
が
、
こ
の
論
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
の
漢
語
「
差
別
」
の
論
の
惹
起
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
（
九
）
拙
前
稿
よ
り
提
題
の
、
松
尾
芭
蕉
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
「
富
士
川
の
捨
て
子
」
へ
の
芭
蕉
の
、
一
見
薄
情
・
非
道
に
も
み

え
る
透
徹
し
た
語
り
か
け
に
潜
在
す
る
思
想
構
造
と
、
荘
子
の
酷
似
説
話
思
想
構
造
と
の
中
日
比
較
を
し
て
酷
似
点
を
確
認
し
た
。

　
（
十
）
寛
勝
（
忍
照
）
は
造
り
酒
屋
当
主
で
、
身
土
不
二
、
日
々
玄
界
の
潮
風
に
病
弱
の
身
を
さ
ら
し
な
が
ら
私
財
を
投
げ
う
っ
て

享
保
大
飢
饉
難
民
救
済
の
た
め
に
、
仏
教
的
福
祉
思
想
を
据
え
な
が
ら
、
投
機
的
商
業
空
間
の
下
関
に
米
の
調
達
に
現
れ
る
忍
照
の
所

業
に
、
仏
教
由
来
の
投
機
経
済
思
想
具
現
を
看
取
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（speculation

）
の
訳
語

に
禅
宗
由
来
の
漢
語
「
投
機
」
を
当
て
て
い
る
と
み
え
る
訳
者
嚴
復
の
存
在
を
確
認
し
た
（
鈴
木
修
次
氏
論
文
）。

　

な
お
、
日
本
国
憲
法
と
新
旧
教
育
基
本
法
に
お
け
る
漢
語
「
差
別
」
は
、
能
力
に
関
し
て
は
、
プ
ラ
ス
の
意
味
に
お
い
て
、
個
個
の

学
習
者
間
に
お
い
て
「
区
別
」・
合
理
的
「
差
別
」
は
否
定
し
て
い
な
い
は
ず
を
思
量
し
て
今
後
の
筆
者
の
研
究
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
本
稿
で
は
紙
幅
上
用
例
を
多
く
取
り
扱
え
な
か
っ
た
漢
語
「
投
機
」
に
つ
い
て
は
今
後
の
整
理
課
題
と
し
た
い
。

【
附
記
】
本
稿
作
成
に
際
し
、
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」
に
多
く
を
学
び
多

く
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

前
稿
同
様
、
本
稿
作
成
に
際
し
て
も
、
福
津
市
教
育
委
員
会
及
び
と
く
に
文
化
財
係
の
南
時
夫
氏
に
は
、
研
究
者
の
お
立
場
か
ら
史

資
料
の
縦
断
的
（
通
時
的
）・
横
断
的
（
共
時
的
）
観
点
の
意
義
に
関
す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
大
変
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
引
き
続
い
て
貴
重
な
資
料
の
ご
紹
介
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
謝
意
を
表
し
た
い
。
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註（１
）
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」
の
「
１ 

近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
」
の
項
。

（
２
）
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」
の
「
１ 

近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
」
の
項
。

（
３
）
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」
の
「
１ 

近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
」
の
項
。

（
４�

）
海
後
宗
臣
『
教
育
原
理
』（
朝
倉
書
店
、
一
九
五
〇
）
に
お
い
て
、
教
育
が
成
立
す
る
場
面
を
、
陶
冶
・
教
化
・
形
成
と
い
う
三
つ
の
基
本
構

造
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
陶
冶
の
基
本
構
造
（
教
育
者
・
媒
介
物
（
教
材
）・
被
教
育
者
（
学
習
者
）
三
者
皆
見
か
け
上
登
場
）。
教
化
の
基

本
構
造
（
見
か
け
上
教
育
者
不
在
、
教
材
、
学
習
者
の
二
者
が
登
場
）。
形
成
の
基
本
構
造
（
被
教
育
者
（
学
習
者
の
み
）。

（
５
）
福
間
町
史
編
集
委
員
会
『
福
間
町
史　

通
史
編
』、
福
間
町
（
現 

福
岡
県
福
津
市
）、
平
成
十
二
年
、
四
六
七
頁
。

（
６
）『
広
辞
苑
』（
第
七
版
）、「
差
別
」
の
項
。

（
７
）
翌
年
（
一
七
三
三
、
享
保
十
八
年
）
江
戸
に
米
一
揆
起
こ
る
。

（
８
）
井
上
隆
三
郎
『
健
保
の
源
流　

筑
前
宗
像
の
定
礼
』
西
日
本
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
、
二
四
四
頁
。

（
９
）
山
口
県
下
関
市
の
旧
名
は
、
赤
間
関
（
あ
か
ま
が
せ
き
）、「
赤
馬
関
」、「
馬
関
」
と
も
い
う
。

（
10�

）
関
順
也
「
近
世
港
町
の
発
展
と
転
換
過
程
―
―
幕
末
期
下
関
商
業
の
分
析
」、
山
口
大
学
東
亜
経
済
学
会
『
東
亜
経
済
研
究
』、
三
十
六
（
三
）、

一
九
六
二
年
十
月
、
二
三
頁
。

（
11�

）
関
順
也
「
近
世
港
町
の
発
展
と
転
換
過
程
―
―
幕
末
期
下
関
商
業
の
分
析
」、
山
口
大
学
東
亜
経
済
学
会
『
東
亜
経
済
研
究
』、
三
十
六
（
三
）、

一
九
六
二
年
十
月
、
三
二
頁
。

（
12�

）『
広
辞
苑
』（
第
七
版
）
の
「
し
ょ
う
―
ま
い
【
正
米
】
シ
ヤ
ウ
…
」
の
項
に
「
①
現
在
あ
る
米
こ
め
。
②
実
際
に
取
引
さ
れ
る
米
。
実
米
。

実
物
米
。
↕
空
米
く
う
ま
い
。」
と
み
え
る
。

（
13
）
小
学
館　

日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）
の
「
享
保
の
飢
饉
」
の
項
。

（
14�

）『
広
辞
苑
』（
第
七
版
）
の
「
蔵
米
」
の
項
に
「
①
江
戸
時
代
、
領
主
の
倉
庫
に
貯
蔵
し
た
米
穀
。
②
江
戸
幕
府
所
属
の
浅
草
米
蔵
に
貯
蔵
し

た
扶
持
米
ふ
ち
ま
い
。③
江
戸
時
代
、諸
大
名
が
年
貢
米
を
貨
幣
化
す
る
た
め
、大
坂
な
ど
に
設
け
た
藩
の
蔵
屋
敷
を
通
じ
て
払
い
出
し
た
米
穀
。」

と
み
え
る
。

（
15
）
松
尾
芭
蕉
『
野
ざ
ら
し
紀
行 

二
』（
一
六
八
四
（
貞
享
元
）
年
秋
～
翌
年
四
月
）

（
16�

）『
広
辞
苑
』（
第
七
版
）
の
「
ふ
じ
む
ら
―
つ
く
る
【
藤
村
作
】
フ
ヂ
：
」
の
項
：「
国
文
学
者
。
福
岡
県
生
れ
。
東
大
卒
、
同
教
授
。
江
戸
文

学
、
特
に
西
鶴
を
研
究
。
編
「
日
本
文
学
大
辞
典
」、
著
「
訳
註
西
鶴
全
集
」「
上
方
文
学
と
江
戸
文
学
」
な
ど
。（
一
八
七
五
～
一
九
五
三
）」
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と
み
え
る
。

（
17�

）『
広
辞
苑
』（
第
七
版
）』
の
「
え
ば
ら
―
た
い
ぞ
う
【
潁
原
退
蔵
】：
ザ
ウ
」
の
項
に
「
国
文
学
者
。
長
崎
県
生
れ
。
京
大
教
授
。
江
戸
文
学
、

特
に
俳
諧
を
研
究
。
著
「
俳
諧
史
の
研
究
」「
江
戸
文
芸
論
考
」「
江
戸
時
代
語
の
研
究
」
な
ど
。
遺
稿
「
江
戸
時
代
語
辞
典
」。（
一
八
九
四
～

一
九
四
八
）」
と
み
え
る
。

（
18
）�
藤
井
晴
子
「
芭
蕉
の
精
神
形
成　

荘
子
と
芭
蕉
」、『
道
草
的
俳
句
論
：
藤
井
晴
子
評
論
集 

』
邑
書
林
、
一
九
九
八
年
、http://taka.

no.coocan.jp/a5/cgi-bin/dfrontpage/fudem
akase/sousitobasyou.htm

（
令
和
三
年
二
月
三
日
閲
覧
）

（
19
）
藤
井
晴
子
前
掲
『
道
草
的
俳
句
論
：
藤
井
晴
子
評
論
集 

』。

（
20
）
ま
た
、「
我
と
来
て
遊
べ
や
親
の
な
い
雀
」
と
歌
う
小
林
一
茶
な
ら
ど
う
す
る
か
の
問
い
が
筆
者
に
は
惹
起
す
る
が
別
稿
に
譲
る
。

（
21
）
井
上
隆
三
郎
『
健
保
の
源
流　

筑
前
宗
像
の
定
礼
』
西
日
本
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
、
二
四
四
頁
。

（
22�

）
鈴
木
修
次
「
厳
復
の
訳
語
と
日
本
の
「
新
漢
語
」」
に
お
い
て
、
嚴
復
の
存
在
と
訳
業
と
を
知
り
「
中
日
の
新
漢
語
」
生
成
が
多
難
で
あ
っ
た

こ
と
を
学
ん
だ
。
ま
た
近
年
、
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」
に
お
い
て
は
、
仏
教
由
来

の
中
日
近
代
漢
語
に
お
け
る
、
平
等
と
差
別
な
ど
対
義
語
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
て
、
史
資
料
を
縦
横
に
渉
猟
し
た
論
文
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
筆
者
の
今
後
の
研
究
の
端
緒
を
多
く
得
た
。

（
23
）
中
村
元
編
『
続
仏
教
語
源
散
策
』
東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
、
二
一
四
～
二
一
五
頁
、「
投
機
」（
田
上
太
秀
筆
）
の
項
。

（
24�

）『
広
辞
苑
』（
第
七
版
）
の
「
厳
復
」
の
項
に
は
「
げ
ん
―
ふ
く
【
厳
復
】（Y

an Fu

）
中
国
の
思
想
家
・
学
者
。
福
建
侯
官
（
福
州
）
の
人
。

字
は
又
陵
・
幾
道
。
清
朝
末
期
、
英
国
に
留
学
し
、
西
欧
近
代
思
想
を
翻
訳
・
紹
介
、
知
識
層
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
が
、
の
ち
伝
統
擁

護
を
主
張
。「
天
演
論
」（
Ｔ
・
Ｈ
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
「
進
化
と
倫
理
」）
や
「
原
富
」（
Ａ
・
ス
ミ
ス
「
国
富
論
」）
な
ど
が
代
表
的
翻
訳
。（
一
八
五
四

～
一
九
二
一
）」
と
み
え
る
。
ま
た
、
鈴
木
修
次
の
論
文
の
な
か
で
、
嚴
復
に
関
す
る
紹
介
が
み
え
る
。（
省
略
）

（
25
）『
国
語
学
』
第
一
三
二
集
、
一
九
八
三
年
三
月
三
十
日
、
四
〇
～
五
〇
頁
。

（
26
）『
国
語
学
』
第
一
三
二
集
、
一
九
八
三
年
三
月
三
十
日
、
四
五
頁
。

（
27
）「
拙
著
」
の
「
拙
」
は
鈴
木
修
次
氏
。

（
28
）『
字
通
』
の
「
屯
」
の
「
字
訓
」
の
項
に
は
、「
な
や
む
」
の
義
が
み
え
、「
待
」
の
「
字
訓
」
の
項
に
は
「
ま
つ
」
と
み
え
る
。

　
　

合
わ
せ
て
「
な
や
み
な
が
ら
ま
つ
」
の
意
味
と
な
ろ
う
。

（
29
）『
国
語
学
』
第
一
三
二
集
、
一
九
八
三
年
三
月
三
十
日
、
四
九
頁
。

（
30
）
中
村
元
編
『
続
仏
教
語
源
散
策
』
東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
、
二
一
四
～
二
一
五
頁
、「
投
機
」（
田
上
太
秀
筆
）
の
項
。
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（
31
）
中
村
元
編
『
続
仏
教
語
源
散
策
』
東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
、
二
一
四
～
二
一
五
頁
、「
投
機
」（
田
上
太
秀
筆
）
の
項
。

（
32
）
中
村
元
編
『
続
仏
教
語
源
散
策
』
東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
、
二
一
四
～
二
一
五
頁
、「
投
機
」（
田
上
太
秀
筆
）
の
項
。

（
33�
）
日
本
に
お
け
る
「
投
機
」
の
対
訳
に
つ
い
て
胡
新
祥
氏
は
「「Speculation

」
と
商
行
為
の
「
投
機
」
の
対
訳
関
係
は
、井
上
哲
次
郎
ら
の
『
哲

学
字
彙
初
版
』（
一
八
八
一
）
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。（
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て

の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」、「
投
機
」
の
項
）。

（
34
）
松
山
大
学
人
文
学
部
・
教
員
、
専
門
は
教
育
社
会
学
。

（
35�

）
会
議
録
テ
キ
ス
ト
表
示
（
第
百
六
十
五
回
国
会　

参
議
院　

教
育
基
本
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
公
聴
会　

第
一
号　

平
成
十
八
年
十
二
月

十
二
日
（
火
曜
日
）、
公
述
人
は
大
内
裕
和
（
松
山
大
学
人
文
学
部
・
教
員
、
専
門
は
教
育
社
会
学
。

（
36�

）『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』
の
「
色
相
」
の
項
：「
物
質
的
存
在
が
そ
な
え
る
生
滅
無
常
の
す
が
た
を
い
う
。
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

一
切
の
外
物
。
か
た
ち
。
さ
ま
。」

（
37�

）『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
に
よ
る
と
、（｛
梵
｝anuttara sam

yak sam
bodhi 

の
音
訳
。
無
上
正
遍
知
、
無
上
正
等
覚
と
も
訳
す
。
真

理
を
悟
っ
た
境
地
。
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
正
し
く
平
等
で
あ
る
悟
り
の
境
地
）

（
38
）
胡
新
祥
氏
筆
注
に
「
花
び
ら
が
開
い
た
り
、
合
し
た
り
す
る
と
い
う
意
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
み
え
る
。

（
39
）
平
川
彰
『
仏
教
漢
梵
大
辞
典
』（
霊
友
会 
二
〇
〇
三
）
第
四
一
〇
～
第
四
一
一
頁
。

（
40
）
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」、「
差
別
」
の
項
。

（
41�

）
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ヘ
ボ
ン
（Jam

es Curtis H
epburn

、
一
八
一
五
～
一
九
一
一
）
は
周
知
の
「
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
」
の
考

案
者
。
例
え
ば
「
シ
ャ
」
を
「sya

」（
訓
令
式
）、「sha
」（
ヘ
ボ
ン
式
）
と
の
対
照
が
知
ら
れ
る
。
因
み
に
、
学
校
で
は
、「T

utiya

」（
訓
令
式
）

を
学
ぶ
。
し
か
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
る
と
き
に
は
「T

suchiya

」（
ヘ
ボ
ン
式
）
と
書
か
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
一
八
八
五
（
明
治

十
八
）
年
に
田た
な
か
だ
て
あ
い
き
つ

中
舘
愛
橘
が
唱
え
た
日
本
式
と
、
ヘ
ボ
ン
式
（「
標
準
式
」
と
呼
ば
れ
た
）
と
の
妥
協
の
産
物
と
し
て
、
一
九
三
七
（
昭
和

十
二
）
年
に
政
府
が
定
め
た
も
の
を
訓
令
式
と
い
う
。

（
42
）
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」、「
差
別
」
の
項
。

（
43
）
胡
新
祥
氏
「
中
日
近
代
新
漢
語
に
つ
い
て
の
研
究
―
―
仏
教
由
来
漢
語
を
中
心
に
」、「
差
別
」
の
項
。

（
44
）
Ｍ
・
Ｅ
・
ポ
ー
タ
ー
著
、
土
岐
坤
、
中
辻
萬
治
、
服
部
照
夫
訳
『［
新
訂
］
競
争
の
戦
略
』、
一
九
九
五
年
。

一
〇
七


